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屋上の天文台からみんなで月を観察しよう！

市民との意見交換会を開催します

特集

お知らせ

新たな議会構成をお知らせします
議会モニターとの意見交換会を開催しました
令和６年度決算を審査
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　会津若松市議会では委員会の委員任期を２年と定めており、８月１日に開催された招集会議で、
常任委員会及び議会運営委員会の委員が選任されました。これに先立ち、議長・副議長選挙が実
施され、新たな議会構成が決まりました。

古川　雄一 議員
・政策サイクルと議員間討議の充実
・市民との意見交換会の活性化
・議会評価制度の本格導入　ほか

※その他に所信表明をした議員　吉田　恵三 議員

副議長選挙　投票結果
古川雄一 議員 18票
吉田恵三 議員  7票
横山　淳 議員 1票
無効 1票

副議長選挙に向けた所信表明

議長選挙に向けた所信表明

清川　雅史 議員
・政策サイクルの充実
・予算審査・決算審査の連動の充実
・広報広聴機能の強化
・地方議会成熟度評価モデルの実装と充実　　ほか

議長選挙　投票結果

清川雅史 議員 24票
無効 3票

議長・副議長選挙の所信表明
　会津若松市議会の特徴の１つとして、議会運
営に関する市民への説明責任を果たすために、
議長・副議長選挙の立候補者が所信を表明して
います。なお、当日の様子はYouTubeで公開
しています。 議長選挙の所信表明の様子

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
市
議
会
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
わ
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
の
8
月
招
集
会
議
に
お
き
ま
し
て
議
長
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
議
長
の
重
責
を
担
う
こ

と
と
な
り
、
そ
の
職
責
の
重
大
さ
に
改
め
て
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
公
正
で
円
滑

な
議
会
運
営
に
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
本
市
議
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例
制
定
以
来
、

市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
起
点
と
し
て
政
策
サ
イ
ク
ル

を
展
開
し
議
会
改
革
を
進
め
て
お
り
、
一
年
を
通
し
て

議
会
を
開
会
し
、
緊
急
的
な
事
案
に
迅
速
に
対
応
す
る

「
通
年
議
会
」
の
導
入
や
、
こ
れ
ま
で
の
地
区
別
意
見

交
換
会
、
分
野
別
意
見
交
換
会
に
加
え
て
、
幅
広
い
年

代
層
や
各
種
分
野
の
皆
様
と
の
意
見
交
換
を
行
う
た
め

の
「
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
を
導
入
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
議
会
の
取
組
が
、
市
民
の
皆
様
の

福
祉
の
向
上
に
資
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
検

証
す
る
、
日
本
で
初
め
て
の
試
み
と
な
り
ま
す
「
地
方

議
会
成
熟
度
評
価
モ
デ
ル
」
の
実
装
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

今
期
の
議
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
制
度
を
よ
り
有
効
に

機
能
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
市
議
会

に
対
す
る
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

第64代議長
清川　雅史

新たな議会・委員会構成
が決まりました

特

集

⬆議長・副議
長選挙の所信
表明の映像の
視聴はこちら
から
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令和７年８月以降の
常任委員会、議会運営委員会等の構成

常　任　委　員　会

◎髙橋　義人　　〇横山　　淳
　柾屋奈津子　　　古川　雄一
　松崎　　新　　　成田　芳雄

議会運営委員会
◎松崎　　新　〇奥脇　康夫
　中川　廣文　　小畑　　匠
　村澤　　智　　長郷潤一郎
　大竹　俊哉

議会評価特別委員会
◎髙梨　　浩　〇松崎　　新
　髙橋　義人　　奥脇　康夫
　原田　俊広　　大竹　俊哉

広報広聴委員会
◎柾屋奈津子　〇松崎　　新
　平田　久美　　笹内　直幸
　大島　智子　　長谷川純一
　村澤　　智　　原田　俊広

総 務 委 員 会

◎原田　俊広　　〇平田　久美
　笹内　直幸　　　大島　智子
　小倉孝太郎　　　長郷潤一郎
　丸山さよ子

文教厚生委員会

◎大竹　俊哉　　〇渡部　　認
　長谷川純一　　　小畑　　匠
　吉田　恵三　　　大山　享子

産業経済委員会

◎髙梨　　浩　　〇内海　　基
　中川　廣文　　　奥脇　康夫
　村澤　　智　　　譲矢　　隆
　石田　典男

建 設 委 員 会

予算決算委員会

◎小倉孝太郎　　○村澤　　智
※議長を除く全議員

※◎＝委員長、○＝副委員長
※清川雅史議長は、中立公正な立場で議会運営

に当たるため、９月４日、総務委員会委員を
辞退しました。

特

集



テーマ「地域包括ケアシステム」
議会モニターの皆さんからのご意見
●職員が減り運営が厳しい地域包括支援セ
ンターもあり、関係機関の連携強化や、行
政による支援体制強化が必要だと思う。
●地域包括支援センターはこれまで高齢者
を対象としていたが、障がい者も対象にな
り業務量が増えた。10年先を見据えた体制
整備や、予算をどう確保するか課題がある。
●現場で介護する人材不足が深刻なので、
賃上げや市の補助が必要だと思う。

テーマ「住民自治・公共交通」
議会モニターの皆さんからのご意見
●路線バス以外に、M

マ イ ラ イ ド

yRideどこでもバス
やコミュニティ交通が運行されていること
を知らなかった。存在や使い方を知らない
市民も多いと思われるため、情報提供の強
化が必要ではないか。
●キャッシュレス利用促進のため会津コイ
ン等のポイントの付与やスタンプラリー企
画など、様々なサービスを組み合わせるこ
とでバス利用の需要創出の仕掛けをしては
どうか。

　　　　　との
意見交換会を
開催しました

議会モニター

会津若松市議会は、市民意見を起点と
した政策サイクルによる政策立案・提言
に取り組んでいます。議会モニター制度
も、市民目線から継続してご意見をいた
だける新たな広聴のツールとして令和６
年８月に設置しました。今年２年目の任
期を迎えた議会モニターの皆さんに、こ
れまでの２年間の議会での調査・研究内
容をお伝えし、意見交換を行いました。
ここでは、その意見交換の内容の一部を
お知らせします。

後も皆さんから継続して議会活動に対する意見をお聞きし、議会の審査をより良いものにしていきます。

第２分科会（文教厚生委員会） 第１分科会（総務委員会）
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テーマ「除排雪対策の取組」
議会モニターの皆さんからのご意見
●今回の大雪は除雪が十分でなく、子ども
達が狭くなった車道を歩いて通学して大変
危険だった。また、市民だけでなく観光客
も動けない状況で、本当に残念だった。
●地域住民も自分たちで何とかしようと考
える人がいないと感じる。行政だけ頑張っ
てもどうにもならない。市民の協力も必要。
市と区長会、地域と連携して対応できるよ
う体制づくりが必要ではないか。

テーマ「観光誘客・交流人口の拡大強化」
議会モニターの皆さんからのご意見
●観光入込が少ない平日や冬期間に観光誘
客を図る取組は、その地域経済を活性化さ
せるために非常に大切だと感じた。
●車での移動が多くまちなかを素通りして
しまうことが多い。市内には魅力ある施設
が沢山あるので、街歩きがしやすい環境が
整えば、まちなかが賑わうと思う。
●インバウンド向けの高付加価値コンテン
ツが多い方が良いが、オーバーツーリズム
とならないよう、住民の理解が必要。

「議会モニター」
これまでの活動記録
２年間の任期中の活動２年間の任期中の活動

活動① 令和６年８月29日
委嘱状交付
委嘱状を交付するとともに、議会モニタ
ーの活動目的等を説明しました。

活動② 令和６年９月〜10月
アンケート
まちづくりについて市議会に求めること
や議会を傍聴した感想などを伺いました。

活動③ 令和７年１月26日
意見交換会
まちづくりについて市議会に求めること
や議会を傍聴した感想などを伺いました。

活動④ 令和７年８月31日
意見交換会
議会の２年間の活動をまとめた中間報告
に対する意見を伺いました。

今後の活動
アンケート（10月）や意見交換会（来年
２月）を実施予定

今回、議会モニターの皆さんからいただいたご意見は、予算審査や決算審査に生かしていくとともに、今

第４分科会（建設委員会） 第３分科会（産業経済委員会）
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清川議長から、議会モニターの皆さんへ議会の取組を説明しました。
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令和６年度  決算を審査
特

集
　９月定例会議は、９月４日から９月29日までの26日の会議期間で開催されました。今定例会議
では、令和６年度決算の審査並びに令和７年度補正予算や条例の改正などの案件を審査しました。
ここでは、議会における決算審査の意義や今定例会議での審査内容をお知らせします。

令和７年９月定例会議
第564回定例会※

　令和６年度一般会計と特別会計、公営企業会計の決算は予算決算委員会各
分科会で審査し、９月29日の本会議で全ての会計の決算を認定しました。
　一般会計の歳入決算額は602億880万円、歳出決算額は、561億6,707万円
（千円以下四捨五入）でした。なお、一般会計を含む各会計の決算額の概要
は、市のホームページで公開しています。 ▲市のホームページへ

令和６年度
決算の概要

01│決算審査とは
　「決算」とは、歳入歳出予算に
基づく収入と支出の１年間の結果
を集計した計算書です。予算を執
行した結果、どのような成果を上
げたのかを示す成果報告書でもあ
ります。
　議会は、決算審査をとおして予
算が適正かつ効率的に執行された
のか、当初の目的のとおりに執行
されたのか、その行政効果や経済
効果を総合的に評価（認定）して
います。決算の認定は地方自治法
が定める議会の重要な権限の一つ
です。

02│決算審査の意義
　決算審査では、市の政策の反省事項や今後の
改善事項を質疑し、場合によっては議会からの

「決議」や「要望的意見」としてまとめ、執行
機関（市）に提言することによって、議会から
の意見をその後の予算編成や財政運営に生かし
ていくことを求めていきます。
　つまり、決算はただ単に昨年の支出を認定し
て終わりではなく、その結果を今後の市の財政
の健全化と適正化に役立てるという将来に向け
ての前向きな意義があります。
　また、議会が決算を審査することで、執行機
関は全ての事務処理の執行に当たって慎重にな
るという効果もあり、監視機能の役割も果たし
ています。

※第564回定例会（定例会の回数）…会津若松市議会は令和４年８月より通年議会を導入しており、８月招集会議か
らの約１年間を会期として数えるようになりました。

03│議会の意思を表明する「決議」とは
　「決議」は、議会が行う意思形成行為で、議会の意思を対外的に表明することが必要であ
ると考える場合などに行われます（９ページ、11ページに掲載）。また、「要望的意見」は、
会津若松市議会独自の仕組みであり、執行機関（市）が政策等を実施するにあたり議会の要
望事項を伝えるものです。



承認第１号　令和６年度会津若松市一般会計歳入歳出決算

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
く
学
校
教

育
系
施
設
の
個
別
計
画
の
策
定
に
向
け
た
進
捗

状
況
は
。

令
和
６
年
度
に
学
校
教
育
系
施
設
の
改
修
履

歴
の
整
理
を
終
え
、
現
在
、
教
育
委
員
会
と
連

携
し
な
が
ら
各
学
校
の
劣
化
状
況
の
確
認
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
庁
内
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
設
置
し
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
と
個
別
計
画
を
連
携
さ
せ
な
が
ら
、
学
校
教

育
系
施
設
の
個
別
計
画
策
定
に
向
け
て
協
議
し

て
お
り
、
既
存
の
公
共
施
設
再
編
プ
ラ
ン
よ
り

も
詳
細
な
内
容
に
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

問答

公
共
施
設
の
維
持
管
理
や

利
活
用
の
方
針
に
つ
い
て

北会津支所

ら
、
児
童
・
生
徒
数
が
減
少
し
て
い
る
状
況
を

踏
ま
え
、
小
規
模
特
認
校
の
制
度
を
維
持
し
た

ま
ま
、
義
務
教
育
学
校
を
設
置
し
た
い
と
の
相

談
が
あ
り
、
義
務
教
育
学
校
を
設
置
す
る
こ
と

の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
等
を
説
明
し
ま
し

た
。
今
後
も
、
学
校
の
在
り
方
を
地
域
と
共
に

考
え
て
い
き
ま
す
。

児
童
・
生
徒
数
の
減
少
に
よ
る
影
響
は
。

複
式
学
級
の
増
加
や
、
単
式
学
級
で
も
集
団

で
の
話
し
合
い
活
動
や
体
育
実
技
な
ど
の
実
施

が
困
難
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
児
童

・
生
徒
数
の
減
少
に
伴
い
、
教
職
員
の
減
少
も

想
定
さ
れ
る
た
め
、
地※

域
学
校
協
働
本
部
事
業

の
地
域
人
材
を
活
用
し
な
が
ら
、
教
育
活
動
を

行
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

※
地
域
学
校
協
働
本
部
事
業
…
学
校
だ
け
で
は
対
応
で

き
な
い
教
育
課
題
を
地
域
住
民
や
N
P
O
、
企
業
な

ど
社
会
全
体
で
解
決
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
子
ど
も

た
ち
の
学
び
や
成
長
を
支
え
る
た
め
の
体
制
を
構
築

す
る
事
業

今
後
の
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
市
の
考
え

は
。例

え
ば
、
小
規
模
特
認
校
を
設
置
し
た
こ
と

で
安
心
し
て
学
習
に
取
り
組
め
る
児
童
・
生
徒

も
い
る
た
め
、
人
数
あ
り
き
で
は
な
く
、
各
校

の
状
況
を
踏
ま
え
、
地
域
の
声
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
今
後
の
学
校
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

問答問答

北
会
津
公
民
館
の
再
編
と
北
会
津
支
所
の
利
活

用
に
向
け
た
協
議
状
況
は
。

公
共
施
設
再
編
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
北
会
津

支
所
内
に
あ
る
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
消
防
機

能
の
移
転
範
囲
や
時
期
に
つ
い
て
、
会
津
若
松

地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備
組
合
消
防
本
部
と
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
北
会
津
支

所
内
の
空
き
部
屋
を
公
民
館
機
能
と
し
て
利
活

用
可
能
か
ど
う
か
検
討
し
て
お
り
、
建
築
基
準

法
や
消
防
法
に
基
づ
く
施
設
の
用
途
変
更
の
協

議
を
し
ま
し
た
。

未
利
用
の
市
有
財
産
の
利
活
用
は
。

利
活
用
が
可
能
な
未
利
用
財
産
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
市
民
に
情
報
を
提
供
し
、
貸
付
や
売
却

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
街
化
調
整
区
域

な
ど
の
地
理
的
・
法
的
条
件
に
よ
り
有
効
活
用

が
難
し
い
未
利
用
財
産
は
、
本
格
的
な
利
用
が

難
し
く
て
も
駐
車
場
な
ど
の
暫
定
的
な
利
用
に

も
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

問答問答
各
学
校
運
営
協
議
会
と
の
関
わ
り
は
。

各
学
校
運
営
協
議
会
で
は
、
教
育
課
題
等
を

地
域
と
共
有
す
る
な
ど
、
地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
令
和
６
年

度
は
、
大
戸
小
・
中
学
校
学
校
運
営
協
議
会
か

問答

学
校
と
地
域
、

家
庭
と
の
連
携
・
協
働
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養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
る
会
津
長
寿
園
へ
の
老
人

保
護
措
置
費
の
考
え
方
は
。

会
津
長
寿
園
の
一
般
的
な
入
所
者
に
は
、
１
人

当
た
り
、
１
９
２
万
６
千
円
を
措
置
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
方
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
必

要
と
す
る
方
々
に
は
、
措
置
費
に
加
え
介
護
保
険

か
ら
の
給
付
も
あ
り
、
こ
れ
ら
を
含
め
る
と
、
１

人
当
た
り
の
支
出
平
均
実
績
は
、
措
置
費
が
１
６

８
万
７
千
円
、
介
護
保
険
給
付
費
が
93
万
６
千
円

と
な
り
、
合
計
で
２
６
２
万
３
千
円
で
す
。
令
和

６
年
度
、
総
務
省
が
示
す
被
措
置
者
１
人
当
た
り

の
交
付
税
単
価
は
２
９
４
万
９
千
円
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
国
の
考
え
に
準
拠
し
措
置
費
を
算
出
し
て

き
ま
し
た
が
、
総
務
省
の
示
す
交
付
税
単
価
に
近

づ
け
る
必
要
性
は
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
施
設
と
協
議
し
、
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

問答

高
齢
者
へ
の

福
祉
施
策
の
充
実

委
託
業
者
に
よ
る
排
雪
作
業
は
３
月
17
日
ま
で
行

わ
れ
て
お
り
、
事
業
者
か
ら
の
作
業
完
了
後
の
報

告
書
に
よ
り
予
算
の
不
足
が
判
明
し
た
の
が
３
月

31
日
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
再
度
の
補
正
予

算
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
令
和
６
年
度
予

算
か
ら
支
払
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

不
足
し
た
委
託
料
は
令
和
７
年
度
予
算
か
ら
補

償
金
と
し
て
支
出
し
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
事

態
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、

今
後
、
想
定
外
の
大
雪
が
発
生
し
た
際
は
、
臨
時

会
議
の
開
催
に
よ
る
補
正
予
算
の
提
案
な
ど
柔
軟

な
対
応
が
図
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
大
雪
で
の
対
応
を
踏
ま
え
た
、
県

と
連
携
し
た
除
排
雪
の
考
え
は
。

今
回
の
大
雪
で
は
速
や
か
な
対
応
が
必
要
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
県
に
応
援
要
請
を
行
い
、
県
立

病
院
跡
地
の
臨
時
雪
捨
て
場
の
開
設
や
、
バ
ス
路

線
な
ど
重
要
な
市
道
の
排
雪
を
県
が
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
今
回
の
大
雪
に
際
し
て
の
特
別
な
対
応

で
し
た
が
、
今
後
、
県
が
行
う
県
道
の
集
中
除
雪

に
併
せ
、
県
道
に
接
す
る
市
道
の
除
雪
を
行
い
交

通
網
を
確
保
す
る
こ
と
な
ど
、
県
と
の
連
携
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

問答

除
排
雪
委
託
料
の
予
算
を
適
正
に
管
理
で
き
な
か

っ
た
こ
と
へ
の
認
識
は
。

令
和
６
年
度
の
大
雪
へ
の
対
応
の
た
め
、
令
和

７
年
２
月
26
日
時
点
で
年
度
内
に
想
定
さ
れ
る
除

排
雪
委
託
料
を
最
大
限
に
見
積
も
っ
た
上
で
、
３

月
18
日
に
補
正
予
算
を
提
案
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

問答

雪
対
策
の
課
題
解
決
に
向
け
て

※
委
員
間
討
議
…
表
決
の
前
に
議
案
に
対
し
て
適
切
な
説

明
責
任
、
議
決
責
任
を
果
た
す
た
め
、
議
員
同
士
で
自

由
に
討
議
を
行
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

委
員
間
討
議

予
算
決
算
委
員
会
第
２
分
科
会
で
、
養
護
老
人
ホ
ー

ム
で
あ
る
会
津
長
寿
園
へ
の
老
人
保
護
措
置
費
の
在
り

方
を
論
点
に
、
委※

員
間
討
議
を
実
施
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
環
境
的
・
経
済
的
理
由
に
よ

り
自
宅
で
の
生
活
が
困
難
な
方
が
、
自
治
体
の
措
置

に
よ
り
入
所
す
る
施
設
で
あ
り
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
と
し
て
重
要
な
役
割
が
あ
る
。
適
切
に
措
置
費
が

講
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
人
件
費
を
切
り
詰
め
る
し
か

な
く
、
施
設
の
経
営
は
難
し
い
と
考
え
る
。

市
は
措
置
費
を
増
額
し
て
き
た
が
、
物
価
や
人
件
費

の
上
昇
に
追
い
付
い
て
い
な
い
。

委
員
間
討
議
の
結
果

委
員
間
討
議
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
共
通
認
識
に
至

り
ま
し
た
。

現
在
の
措
置
費
で
は
、
会
津
長
寿
園
の
経
営
は
厳
し

さ
を
増
す
一
方
で
あ
り
、
市
は
、
早
期
に
会
津
長
寿
園

と
協
議
を
行
い
、
実
態
を
把
握
し
た
上
で
、
施
設
の
実

情
に
見
合
っ
た
措
置
費
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

当
該
施
設
で
は
離
職
者
が
発
生
し
て
お
り
、
人
員
確

保
の
た
め
に
も
措
置
費
の
増
額
は
有
効
な
手
段
と
考

え
る
。

委
員
間
討
議
中
の
意
見
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令
和
６
年
度
の
大
雪
を
踏
ま
え
た
、
今
後
の
排
雪

や
雪
捨
て
場
の
確
保
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

令
和
６
年
度
の
大
雪
時
は
十
分
な
排
雪
対
応
が

で
き
ず
、
今
後
、
重
要
路
線
に
対
す
る
具
体
的
な

区
別
な
ど
も
含
め
、
排
雪
の
考
え
方
に
つ
い
て
検

討
が
必
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な

雪
捨
て
場
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
捨
て
た
雪
の
処

理
の
た
め
の
重
機
や
人
員
の
確
保
が
必
要
に
な
る

こ
と
や
、
市
街
地
で
の
設
置
に
つ
い
て
は
騒
音
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
令
和
６
年

度
に
臨
時
雪
捨
て
場
と
し
た
県
立
病
院
跡
地
は
、

令
和
７
年
度
も
引
き
続
き
敷
地
内
の
一
部
を
利
用

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

問答

排雪作業の様子

委
員
間
討
議

予
算
決
算
委
員
会
第
４
分
科
会
で
、「
除
排
雪
委
託

料
の
不
足
に
対
す
る
事
務
対
応
の
在
り
方
」
と
「
令
和

６
年
度
の
大
雪
に
対
す
る
事
業
の
検
証
と
改
善
」
の
２

点
を
論
点
に
委
員
間
討
議
を
実
施
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
だ
け
で
は
事
業
費
が
不
足
す
る
可
能
性
は

十
分
に
考
え
ら
れ
る
中
、
対
応
し
な
い
ま
ま
年
度
末

を
迎
え
て
し
ま
っ
た
。
不
足
額
に
つ
い
て
は
臨
時
会

議
の
開
催
を
要
請
し
て
再
度
補
正
予
算
を
提
案
す
る

な
ど
、
令
和
６
年
度
予
算
を
確
保
し
て
執
行
す
べ
き

で
あ
っ
た
。
行
政
と
し
て
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

発
生
し
な
い
よ
う
事
務
の
適
正
化
を
求
め
る
。

委
員
間
討
議
中
の
意
見

様
々
な
方
法
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で

の
や
り
方
を
踏
襲
し
よ
う
と
し
過
ぎ
て
い
た
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
。
こ
こ
数
年
は
大
雪
が
な
く
、
対
応
に

つ
い
て
認
識
の
ず
れ
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

検
証
に
よ
り
判
明
し
た
課
題
は
、
令
和
７
年
度
に
一

定
程
度
改
善
す
る
方
向
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
評
価
す

る
が
、
今
後
、
同
様
の
降
雪
が
あ
っ
た
場
合
に
十
分

な
対
応
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
ま
で
は
明
ら
か
に

な
ら
な
か
っ
た
。
令
和
７
年
度
に
全
て
が
改
善
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
残
さ
れ
た

課
題
に
つ
い
て
引
き
続
き
指
摘
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

委
員
間
討
議
の
結
果

委
員
間
討
議
の
結
果
を
踏
ま
え
、
左
記
の
決
議
を
取

り
ま
と
め
、
議
会
と
し
て
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

承
認
第
１
号

令
和
６
年
度
会
津
若
松
市
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
に

関
す
る
決
議

今
後
、
同
様
の
豪
雪
災
害
が
発
生
し
た
場

合
を
想
定
し
、
市
と
し
て
予
算
の
確
保
及
び

対
応
す
る
体
制
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
次
の
２
点

を
求
め
る
こ
と
を
決
議
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
記

１

豪
雪
を
は
じ
め
と
し
た
災
害
発
生
時
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
担
当
部
局
の
み
な

ら
ず
、
市
と
し
て
事
業
全
体
の
把
握
を

十
分
に
行
う
こ
と
。

２

豪
雪
発
生
時
の
対
応
に
お
い
て
、
必
要

と
な
る
除
排
雪
事
業
や
市
民
へ
の
支
援

が
十
分
に
実
施
さ
れ
、
か
つ
、
行
政
と

し
て
説
明
が
で
き
る
よ
う
、
適
正
な
予

算
措
置
及
び
執
行
に
努
め
る
こ
と
。

議
会
か
ら
市
に
対
し
て
の
意
見

10ページに雪対策に関連する補正予算の審査概要を掲載しています。
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決
議
の
全
文
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご

確
認
い
た
だ
け
ま
す
→
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令
和
７
年
度
の
除
雪
体
制
は
。

今
回
の
補
正
予
算
で
、
各
地
区
で
の
除

雪
の
強
化
が
必
要
な
箇
所
に
計
10
台
の
車

両
を
増
強
す
る
ほ
か
、
道
路
等
除
雪
業
務

委
託
料
の
予
算
を
４
億
５
千
万
円
か
ら
６

億
円
に
増
額
し
、
通
常
の
除
雪
で
の
取
り

こ
ぼ
し
な
ど
を
補
完
す
る
た
め
の
小
型
の

バ
ッ
ク
ホ
ウ
や
２
ト
ン
ダ
ン
プ
等
で
構
成

す
る
対
応
班
を
新
た
に
４
班
設
置
す
る
な

ど
、
除
雪
体
制
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

除
雪
車
運
行
シ
ス
テ
ム
の
改
善
は
。

令
和
６
年
度
は
除
雪
車
運
行
シ
ス
テ
ム

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
集
中
し
シ
ス
テ
ム
障
害

が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
令
和
７
年
度
は
、

メ
モ
リ
の
増
強
な
ど
の
対
策
を
す
る
ほ
か
、

除
雪
車
の
位
置
だ
け
で
な
く
、
い
つ
頃
作

業
を
行
っ
た
か
な
ど
が
表
示
さ
れ
る
よ
う

改
善
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
７
年
度

か
ら
は
排
雪
車
両
に
も
除
雪
車
運
行
シ
ス

テ
ム
を
配
備
し
、
排
雪
車
両
の
作
業
時
間

の
把
握
と
、
適
切
な
予
算
管
理
に
活
用
す

る
予
定
で
す
。

問答問答

除
排
雪
体
制
を
強
化
す
る
補
正

予
算
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

踏
ま
え
、
よ
り
丁
寧
な
事
務
執
行
を
す
べ

き
だ
っ
た
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

新
工
業
団
地
整
備
推
進
本
部
会
議
で
の
意

思
決
定
の
妥
当
性
に
つ
い
て
伺
う
。

推
進
本
部
会
議
で
協
議
す
る
際
に
は
、

関
係
部
局
の
担
当
者
同
士
で
の
す
り
合
わ

せ
を
行
い
、
所
属
長
と
の
協
議
を
経
て
か

ら
議
題
に
挙
げ
て
い
ま
す
。
県
と
の
協
議

に
お
け
る
課
題
を
踏
ま
え
た
庁
内
協
議
を

重
ね
、
そ
の
時
々
に
お
い
て
適
切
と
思
わ

れ
る
判
断
を
し
て
き
た
と
認
識
し
て
い
る

も
の
の
、
結
果
と
し
て
県
と
の
協
議
に
時

間
を
要
し
、
予
算
を
繰
り
越
し
た
状
況
に

あ
り
、
責
任
を
重
く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
よ
り
慎
重
に
協
議
を
進
め
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問答

各
庁
内
に
お
け
る
協
議
経
過
は
。

庁
内
の
意
思
決
定
機
関
と
し
て
関
係
部

局
長
が
構
成
員
で
あ
る
新
工
業
団
地
整
備

推
進
本
部
を
設
置
し
、
候
補
地
選
定
や
市

と
し
て
決
定
す
べ
き
事
項
を
協
議
し
た
上

で
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
候
補
地
の

選
定
は
、
一
次
評
価
で
上
位
３
か
所
に
つ

い
て
開
発
に
関
す
る
法
規
制
解
除
の
可
能

性
を
推
進
本
部
の
中
で
意
見
照
会
し
、
二

次
評
価
で
も
候
補
地
の
整
備
モ
デ
ル
案
の

作
成
に
つ
い
て
関
係
す
る
部
署
と
協
議
の

上
、
法
規
制
解
除
の
見
込
み
が
あ
る
と
判

断
し
最
有
力
候
補
地
を
決
定
し
た
経
過
に

あ
り
、
関
係
部
局
と
共
に
関
係
法
令
や
事

務
処
理
の
手
引
き
等
を
十
分
に
精
査
し
た

上
で
、
基
本
計
画
を
策
定
し
事
業
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

基
本
計
画
策
定
段
階
に
お
け
る
県
と
の
事

前
協
議
の
必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

県
と
の
事
前
協
議
は
法
令
に
基
づ
く
も

の
で
は
な
い
た
め
、
基
本
計
画
の
策
定
段

階
で
、
必
ず
し
も
県
の
了
承
を
得
る
必
要

は
な
く
、
一
般
的
に
は
協
議
と
並
行
し
て

事
業
を
進
め
て
い
く
も
の
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
法
規
制
解
除
に
係
る
県

と
の
協
議
に
時
間
を
要
し
て
い
る
こ
と
を

問答問答

新
工
業
団
地
整
備
事
業
の

進
め
方
の
妥
当
性

承認第９号　令和６年度会津若松市工業団地整備事業特別会計歳入歳出決算

委
員
間
討
議

予
算
決
算
委
員
会
第
３
分
科
会
で
、「
令
和

６
年
度
に
お
け
る
事
業
の
進
め
方
の
妥
当
性
」

を
論
点
に
委
員
間
討
議
を
実
施
し
ま
し
た
。
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議案第82号　会津若松市乳児等通園支援事業の設備
及び運営に関する基準を定める条例　

本
市
に
お
け
る
事
業
の
開
始
時
期
及
び
利
用

人
数
の
見
込
み
は
。

令
和
８
年
１
月
以
降
の
事
業
開
始
に
な
る

見
込
み
で
、
利
用
人
数
は
、
令
和
６
年
に
家

庭
で
保
育
を
し
て
い
る
子
ど
も
の
人
数
を
基

に
算
定
し
、
１
年
間
に
、
延
べ
約
5
千
６
０

０
人
が
利
用
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

利
用
料
金
の
考
え
方
は
。

国
で
は
１
時
間
当
た
り
の
標
準
価
格
を
３

０
０
円
と
し
て
い
ま
す
が
、
利
用
料
金
は
施

設
ご
と
に
設
定
で
き
る
た
め
、
市
も
国
の
考

え
に
な
ら
い
、
料
金
の
一
律
化
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

問答問答

保
育
施
設
の
利
用
支
援
の
強
化

委
員
間
討
議
を
踏
ま
え
、
下
記
の
決
議
を
取
り

ま
と
め
、
議
会
と
し
て
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

市
は
、
令
和
６
年
３
月
に
市
新
工
業
団
地
基
本

計
画
を
策
定
し
、
最
有
力
候
補
地
に
お
け
る
法

規
制
解
除
の
見
込
み
が
あ
る
と
判
断
し
事
業
を

進
め
て
き
た
。
し
か
し
、
基
本
計
画
の
策
定
前

の
時
点
で
、
県
か
ら
規
制
解
除
は
難
し
い
と
思

わ
れ
る
旨
の
回
答
を
得
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。

見
通
し
が
不
明
瞭
な
ま
ま
事
務
を
執
行
し
て
い

た
こ
と
は
不
適
切
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得

ず
、
県
と
の
事
前
協
議
が
進
ん
だ
後
に
候
補
地

等
を
市
民
へ
示
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

委
員
間
討
議
中
の
意
見

県
と
の
協
議
が
整
わ
な
い
状
況
に
お
い
て
は
、

予
算
の
繰
越
し
で
は
な
く
候
補
地
の
再
検
討
を

す
べ
き
で
あ
っ
た
。

今
後
は
、
円
滑
に
事
業
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
意

を
用
い
な
が
ら
、
丁
寧
な
事
務
執
行
に
努
め
る

べ
き
。

承
認
第
９
号

令
和
６
年
度
会
津
若
松
市
工

業
団
地
整
備
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て
に
関
す
る
決
議

　
　
（
～
中
略
～
）

県
と
の
協
議
見
通
し
が
不
明
瞭
な
ま
ま
事

務
を
執
行
し
て
い
た
こ
と
は
極
め
て
不
適
切

で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
県
と
の
事

前
協
議
が
進
ん
だ
後
に
候
補
地
等
を
市
民
へ

示
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
ま
た
、
予

算
の
繰
越
し
は
会
計
年
度
独
立
の
原
則
の
例

外
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
制
度
で
あ
り
、

県
と
の
協
議
が
整
わ
ず
、
関
連
委
託
業
務
の

今
後
の
履
行
可
否
が
不
明
瞭
な
状
況
に
あ
っ

て
も
、
候
補
地
の
再
検
討
を
行
わ
ず
、
予
算

の
繰
越
し
を
判
断
し
た
こ
と
も
不
適
切
な
事

務
対
応
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

今
後
は
、
速
や
か
に
関
連
業
務
委
託
契
約

の
支
払
い
を
行
う
と
と
も
に
、
円
滑
に
事
業

を
進
め
ら
れ
る
よ
う
意
を
用
い
な
が
ら
、
議

会
へ
の
真
摯
な
対
応
と
丁
寧
な
事
務
執
行
に

努
め
る
こ
と
を
求
め
る
旨
を
決
議
す
る
。

議
会
か
ら
市
に
対
し
て
の
意
見

決
議
の
全
文
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご

確
認
い
た
だ
け
ま
す
→

委
員
間
討
議
の
結
果

　会津若松市乳児等通園支援事業の設
備及び運営に関する基準を定める条例
は、乳児等通園支援事業（こども誰で
も通園制度）の認可のための条例です。
これは、全てのこどもの育ちを応援し、
こどもの良質な成長環境を整備すると
ともに、全ての子育て家庭に対して、
多様な働き方やライフスタイルに関わ
らない形での支援を強化するため、月
一定時間までの利用可能枠の中で、就
労要件を問わず時間単位で柔軟に保育
施設等を利用できる事業です。

今回制定する条例について

11 あいづわかまつ議会だより　 ７．11．1

特

集

討

論

審
議
結
果

賛
否
一
覧

一
般
質
問

議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

議
案
等
の
審
査



12

特

集

討

論

審
議
結
果

賛
否
一
覧

一
般
質
問

議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

議
案
等
の
審
査

請願
　９月定例会議で審査された請願は以下のとおりです。

請願第７号　米の安定供給等を求めることについて
請 願 者 会津農民運動連合会　会長　菅沼　弘志さん

請 願 の 内 容 　米の低米価政策を改めるとともに、米の安定供給政策の確立を関係機関に働
きかけてほしい。

産業経済委員
会での審査経
過と結果

反対
意見

国は低米価政策を進めてきたわけではなく、価格の安定に努めてきたと考え
る。米の価格保障や所得補償は重要ではあるものの、それだけで米の安定供給
が実現するとは考えにくい。既に収入保険等の所得補償制度もあり、意欲的な
農業経営者が収益を高めることのできる仕組みづくりを確立すべきであると考
える。

賛成
意見

国は米の増産を推進する考えを表明しており、その後押しとして市議会が増
産に対する働きかけを行うことは有効性がある。また、今後の農政においては、
食料自給率の向上や地産地消の推進が重要であり、自然災害に大きな影響を受
ける農業に対しては一定の所得補償は不可欠であると考える。

結果 賛成少数をもって不採択とすべきものと決せられました。
本会議での審議結果 採決の結果、賛成多数で採択となりました。 ※本会議での討論はＰ13へ、賛否はＰ15へ

意見書
　意見書とは、地方自治法第99条に基づき、地方公共団体の公益に関することに関して、
議会の意思を意見としてまとめた文書です。議会は、その意見書を国会または関係行政庁
に提出することができます。今定例会議で可決された意見書の内容は、次のとおりです。
　なお、右のＱＲコードから、市のホームページで意見書の詳細を確認できます。

●意見書案第５号　米の安定供給等を求めることについて
概要 　「低米価政策を改め、米を増産し、国を挙げて十分な備蓄を確保すること」、「農家が安

心して米を生産し、国民に安定供給できるよう農産物の価格保証及び所得補償政策を確
立すること」を要請しました。

内閣総理大臣、農林水産大臣等関係機関へ提出

総括質疑
　総括質疑は、提出された議案に対し質問します。９月定例会議で総括質疑を行った議員は以下の
とおりです。

譲矢　隆 議員
人事管理費

（令和６年度一般会計決算）ほか

大山　享子 議員
ごみ減量化推進事業費
（令和７年度一般会計補正予算）
ほか

原田　俊広 議員
複数分野のデータ連携による共助
型スマートシティ推進事業補助金
（令和６年度一般会計決算）ほか

吉田　恵三 議員
会津若松市健康づくり推進条例
ほか



▲第三者講評の様子
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議案第74号、議案第80号　 賛否の一覧はＰ15へ

賛 成
原田　俊広 議員

　この補正予算には、子ども子育て支援金制度のシステム改修等委託料が含まれ
ています。制度の財源を国民健康保険や後期高齢者医療保険等の医療保険として
国民から徴収する仕組みになっていることは問題であると考え改善を求めます
が、支援金制度自体は早急に必要であるため賛成します。

承認第１号 賛否の一覧はＰ15へ

反 対
原田　俊広 議員

　学校給食費無償化に取り組むという市長の選挙公約が守られていない、問題の
ある決算であると考えます。また、健康保険証を廃止しマイナ保険証に統一する
など、マイナンバーカード取得を市民に強制するような事業が含まれる決算であ
ることから、認定できません。

反 対
譲矢　隆 議員

　本決算には、就学前児童や一部の小学生に実施しているフッ化物洗口の補助金
が含まれており、教員等の負担増になっていると考えられます。また、除排雪委
託料が不足し、令和７年度の予算から補償費として支払われたことは会計年度の
原則に反していると考え、認定できません。

承認第９号 賛否の一覧はＰ15へ

反 対
原田　俊広 議員

　新工業団地の整備に向けた予算の執行率はわずか8.7％となっています。県や
市との協議・調整が不十分なまま事業を執行しようとしたことなどが原因で、当
初予算の９割以上を次年度に繰り越すという、まったく不適切な事業の決算であり、
認定できません。

反 対
譲矢　隆 議員

　この事業を進めるためには事前に県と法的課題等を協議する必要があります
が、市は協議が整っていないにもかかわらず土地調査等の委託業務を発注し、予
算の大半を次年度へ繰り越すことになりました。このような事務執行は市の責任
と信頼を揺るがすものであると考え、認められません。

請願第７号 賛否の一覧はＰ15へ

反 対
長谷川純一 議員

　政府介入による米価操作は、農家や消費者に負担を強いることにつながるもの
と考えます。また、備蓄米については、品質管理や国民理解等の課題が多く軽々
に増やすことは出来ません。さらには、農業経営者収入保険の拡充を目指すべき
と考えます。以上のことから反対します。

賛 成
松崎　新 議員

　国が進めてきた農業政策の様々な課題を危惧し、米農家が安心して米を作り続
けることができる政策の実現を求める内容であり、議会はこれまでも厳しい環境
が続く農家のため、農業振興の政策実現に向けて様々な提言をしてきことから賛
成します。

討論
　討論は、表決の前に議題になっている案件に対し、賛成か反対かの自己の意見を表明することを
いいます。９月定例会議で賛否が分かれた案件のうち、本会議で討論があったものを掲載していま
す。なお、各議案名は14ページをご参照ください。

　議会評価の導入に向けた議会評価特別委員会で
の検討状況や、予算決算委員会各分科会の中間報
告に対する自己評価結果について、８月18日に３

議会評価の取組について
第三者講評を行いました

名の学識経験者等の皆様を招へいし、講評や意見を求めました。大正
大学の江藤俊昭教授をはじめとした学識経験者等の皆さんからは「先
駆的な取組で、今後の議会評価制度の参考となるものであった。」な
どの講評や意見をいただきました。今回の第三者講評の結果を踏まえ、
議会評価の導入に向けた検討を進めながら、引き続き住民福祉の向上
と民主的な市政の発展のための議会の在り方を追求していきます。

これまでの議会評価の
取組は市のホームペー
ジに掲載しています

活動
報告
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議案 件名 結果
第73号 Ｒ７市一般会計補正予算（第５号）

原
案
可
決

第74号 Ｒ７市国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）

第75号 Ｒ７市観光施設事業特別会計補正予算
（第１号）

第76号 Ｒ７市地方卸売市場事業特別会計補正
予算（第１号）

第77号 Ｒ７市扇町土地区画整理事業特別会計
補正予算（第１号）

第78号 Ｒ７市介護保険特別会計補正予算
（第１号）

第79号 Ｒ７市三本松地区宅地整備事業特別会
計補正予算（第１号）

第80号 Ｒ７市後期高齢者医療特別会計補正予
算（第２号）

第81号
市個人番号の利用及び特定個人情報の
提供に関する条例の一部を改正する条
例

第82号 市乳児等通園支援事業の設備及び運営
に関する基準を定める条例

第83号 市健康づくり推進条例

第84号 防災行政無線等設置工事請負契約の締
結について

可
決

第85号 字の区域の変更及び画定について
第86号 市道の認定について

第87号 Ｒ６市下水道事業剰余金の処分につい
て

第88号 議員の派遣について
第89号 議員の派遣について
第90号 議員の派遣について
第91号 議員の派遣について
第92号 議員の派遣について

承認 件名 結果

第１号 Ｒ６市一般会計歳入歳出決算の認定に
ついて

認
定

第２号 Ｒ６市国民健康保険特別会計歳入歳出
決算の認定について

第３号 Ｒ６市観光施設事業特別会計歳入歳出
決算の認定について

第４号 Ｒ６市地方卸売市場事業特別会計歳入
歳出決算の認定について

第５号 Ｒ６市扇町土地区画整理事業特別会計
歳入歳出決算の認定について

第６号 Ｒ６市介護保険特別会計歳入歳出決算
の認定について

第７号 Ｒ６市三本松地区宅地整備事業特別会
計歳入歳出決算の認定について

承認 件名 結果

第８号 Ｒ６市後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算の認定について

認
定

第９号 Ｒ６市工業団地整備事業特別会計歳入
歳出決算の認定について

第10号 Ｒ６市水道事業会計決算の認定につい
て

第11号 Ｒ６市簡易水道事業会計決算の認定に
ついて

第12号 Ｒ６市下水道事業会計決算の認定につ
いて

第13号 監査委員の選任について
同
意

第14号 教育委員会委員の任命について

第15号 固定資産評価審査委員会委員の選任に
ついて

報告 件名 結果
第10号 監査の結果報告について

（
了
承
）

第11号 教育に関する事務の管理及び執行の状
況の点検及び評価結果について

第12号 Ｒ６決算に基づく健全化判断比率及び
資金不足比率について

第13号 市国民保護計画の変更について

第14号 公益財団法人会津若松文化振興財団経
営状況報告について

第15号 一般財団法人会津若松観光ビューロー
経営状況報告について

第16号 一般財団法人会津若松市勤労者福祉サ
ービスセンター経営状況報告について

第17号 株式会社まちづくり会津経営状況報告
について

請願 件名 結果
第７号 米の安定供給等を求めることについて 採択

決議案 件名 結果

第２号 承認第１号　Ｒ６市一般会計歳入歳出
決算の認定についてに関する決議 原

案
可
決第３号

承認第９号　Ｒ６市工業団地整備事業
特別会計歳入歳出決算の認定について
に関する決議

意見書案 件名 結果

第５号 米の安定供給等を求めることについて 原案
可決

諮問 件名 結果

第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 意見
（同意）

９月定例会議に提出された議案等とその審議結果
賛否が分かれた案件はアミかけにしており、賛否一覧は、15ページに掲載しています。

※議案名中の「令和○年度」については「Ｒ○」、「会津若松市」は「市」と表記しています。
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※　○は賛成　●は反対　討は討論がなされた案件　※　議長（清川雅史）は採決に加わらない
※　会派名の略称は次のとおり　共⇒日本共産党　社⇒社会民主党・市民連合　夢⇒夢クラブ

９月定例会議の賛否の一覧
　これ以外の案件等は、全会一致で可決されています。

会派名　
議員名

議案等名

議決
結果

反
対:賛

成

市民クラブ フォーラム会津 公明党 創風あいづ 立憲連合 共 社 夢
平
田

久
美

中
川

廣
文

柾
屋
奈
津
子

長
谷
川
純
一

髙
橋

義
人

小
畑

　
　
匠

小
倉
孝
太
郎

大
竹

俊
哉

清
川

雅
史

石
田

典
男

笹
内

直
幸

内
海

　
　
基

長
郷
潤
一
郎

古
川

雄
一

渡
部

　
　
認

大
島

智
子

奥
脇

康
夫

大
山

享
子

吉
田

恵
三

村
澤

　
　
智

横
山

　
　
淳

髙
梨

　
　
浩

丸
山
さ
よ
子

松
崎

　
　
新

原
田

俊
広

譲
矢

　
　
隆

成
田

芳
雄

承認第１号　
令和６年度会津若松
市一般会計歳入歳出
決算の認定について

認定 24:2 ○○○○○○○○- ○○○○○○○○○○○○○○○●
討
●
討
○

承認第９号　
令和６年度会津若松
市工業団地整備事業
特別会計歳入歳出決
算の認定について

認定 24:2 ○○○○○○○○- ○○○○○○○○○○○○○○○●
討
●
討
○

請願第７号　
米の安定供給等を求
めることについて

採択 14:12 ●●●●
討
●●●●- ●○○○○○●●●○○○○○○

討
○○○

意見書案第５号
米の安定供給等を求
めることについて

原案
可決 14:12 ●●●●●●●●- ●○○○○○●●●○○○○○○○○○

日 月 火 水 木 金 土
11/30 12/1 2 3 4

開会日
（提案理由説明）

5 6

7 8
本会議
（一般質問・代表） 

9
本会議
（一般質問・個人）

10
本会議
（一般質問・個人）

11
本会議
（総括質疑）
予算決算委員会

　　　12
総務委員会
産業経済委員会
予算決算委員会
（第1・第3分科会）

13

14 15
文教厚生委員会
建設委員会
予算決算委員会
（第2・第4分科会）

16 17
予算決算委員会

18 19
最終日
（委員会審査報告
～表決）

20

令和７年12月定例会議の日程
本会議は午前10時から、委員会は午前９時30分から開催されます。
なお、日程は変更になる場合があります。最新の情報はホームページなどでご確認くだ

さい。

赤べこを寄贈いただきました
　NPO法人会津地域連携センター様より、市と
市議会に赤べこの張り子を寄贈いただきました。
寄贈いただいた赤べこは、９月定例会議中、議場
の市長席、議長席に配置させていただきました。
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市政 ここ
4 4

が聞きたい

一｜般｜質｜問
令和７年９月定例会議の一般質問は、９月８日か

ら10日まで行われ、20名の議員が登壇しました。
市の様々な課題等について、議員が自身の提案も

含めて市に考えを聞く「一般質問」。その内容を、
要約してお知らせします。

定例会議の映像の視
聴はこちらから
過去の映像もこちら
から視聴できます➡

映像配信はコチラ

＼もっと知りたい「ギカイ」の「ギモン」／

　　合併から20年目を迎えた現時点での合併
の評価及び検証と総括について伺います。

　　新市としての一体性と市全体の均衡ある
発展に意を用いながら進めてきたと認識

しています。本市を取り巻く社会情勢は大き
く変化しており、合併の影響のみを把握し検
証をすることは難しいと考えていますが、新
市建設計画の計画期間満了時には、計画に掲
げた事業の成果等について整理し、示す必要
があると考えています。
　　当初、新市建設計画になかった庁舎建設

で活用した合併特例債の額とその割合を
示してください。
　　市役所本庁建設で活用した合併特例債の

額は53億円であり、活用額全体における
割合は約23％です。

問

答

問

答

合併20周年の検証
と今後について

フォーラム会津

長郷　潤一郎 議員

　　市職員一人一人が生産性の高い働き方を
実現するため市が令和３年度から令和５

年度まで実施したモデル職場等の取組で、意
見を出し合う機会の不足等が課題として明ら
かになりました。職務遂行に当たり、先輩職
員や管理職は後輩や部下職員に対し、どのよ
うな指導監督をしていますか。
　　人材育成基本方針に基づき、管理職は組

織を統括し、職員を指揮監督する責任者
として、多様な経験の機会を提供しながら対
話を重視した指導育成を行い、部下職員の能
力開発を促しています。監督職をはじめとす
る先輩職員は、これまで培った専門的な知識
や技能を生かしつつ、日々の業務の中で自ら
見本を示すことで、後輩職員の指導・助言に
努めています。

問

答

市職員の働き方に
ついて

夢クラブ

成田　芳雄 議員

Q
傍聴していたとこ
ろ、議長から「委
員会に付託」とい
う発言がありまし
たが、これはどう
いう意味ですか？

A 本会議で議題となっている議案などを、
より詳細かつ効率的に審査するため、
所管する委員会に委ねる（託す）こと
を意味します。その委員会が専門的な
審査を行った後、本会議に報告して最
終的な議決を行います。
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　　現在、災害や有害鳥獣の情報は発信の一
元化が進んでいません。これらの情報発

信においては、縦割りでなく横断的な体制が
不可欠であり、防災専用の公式LINEアカウ
ントを開設し、一元的に発信する体制を整え
るべきと考えますが、認識を伺います。
　　現在は「あいべあ」の防災情報メールを

中心に、Ｘ
エックス

やエフエム会津、緊急速報メ
ール等、複数の手段を用いて迅速な情報発信
に努めています。

また、市公式LINEアカウントの登録者数
は１万2,000人を超えており、災害情報等の
発信に有効であると認識しており、引き続き、
LINEの活用と併せて一元的な情報発信の在
り方を検討していきます。

問

答

LINEによる防災
情報の一元発信

市民クラブ

小畑　匠��議員

　　家庭ごみ処理有料化以降は、指定袋以外
で排出されたごみなど、不適切に排出さ

れたごみの処理に対する町内会の負担が増え
ると思われますが、これらのごみに対する市
の対応と町内会への支援を伺います。
　　現在、町内会が設置・運営するごみステ

ーションに不適切な方法で家庭ごみが出
された場合は、回収しなかった理由を記載し
た張り紙をして本人に是正を求め、是正され
ない場合は町内会と協力して対応しており、
家庭ごみ処理有料化後も基本的な対応は変わ
りません。有料化後も不適切な排出が増えな
いよう市民の皆様に周知・説明するとともに、
町内会による自衛策として、折り畳み式ごみ
ステーションの導入や防犯カメラの設置等に
ついて、情報提供や支援をしていきます。

問

答

不適切な家庭ごみ
排出の対応と支援

市民クラブ

柾屋　奈津子 議員

　　市第７次総合計画では、町内会等への支
援について「より効果的な支援策を検討

していく」としていますが、どのような支援
策がより効果的であると認識していますか。
　　地域の実情に応じた支援を行うことが効

果的と認識しています。
　　区長の事務負担軽減に対する市の考えを

伺います。
　　区長の皆様にお願いしている広報紙の配

布等について、令和８年度から市政だよ
りと同時に配布するチラシ等の運用を見直す
こととしており、今後も負担軽減に努めてい
きます。
▼その他の質問項目
・町内会からの要望書への対応
・中山間地域の活力の向上の推進

問

答

問

答

地域コミュニティ
の支援

フォーラム会津

笹内　直幸 議員

　　全国的にリチウム蓄電池等の混入による、
廃棄物処理施設や収集車の火災等が問題

となっていますが、認識と対策を伺います。
　　会津若松地方広域市町村圏整備組合環境

センターにおいても、リチウム蓄電池や
中身が入ったカセットボンベ等が原因と思わ
れる発煙・発火が相当数発生しています。

また、製造事業者等で自主回収されない
「変形・膨張したリチウム蓄電池」は環境共
生課の窓口で受け取り、一時的に保管する対
応をしていますが、今後は市による分別収集
や周知啓発について検討し、安全な処理体制
を構築することによる、安定したごみ処理サ
ービスの提供へつなげてい
きます。

問

答

出火の可能性のあ
る廃棄物処理対策

市民クラブ

小倉　孝太郎 議員

生 活
環 境

生 活
環 境

生 活
環 境

生 活
環 境
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　　森林環境税が導入されて以降の、市民が
納税の意義を実感できるような市の取組

を示してください。
　　県産材を利用したベンチやテーブル、木

製遊具等を都市公園に設置してきました。
　　無花粉杉への切り替えを促進することを

目的に、民間造林事業者に対する補助制
度の導入を検討してはどうですか。
　　現在、会津地方で無花粉杉の苗の育成は

行われていません。一方で、ほとんど花
粉を出さない少花粉杉について、県が主導し
て会津地方での苗の育成や販売の準備を進め
ており、今後、苗の販売時期や
価格等の情報収集に努めます。
▼その他の質問項目
・有害鳥獣対策について

問

答

問

答

無花粉杉への植え
替えのための補助

創風あいづ

村澤　智 議員

　　市役所の来庁者へのベビーカーの貸出し
は重要と考えますが見解を伺います。

　　小さなお子様連れの方に安心・快適に庁
舎内を移動していただけるよう準備を進

めており、できるだけ早い時期に実施します。
　　医療、介護、観光業などに従事し、日曜

日に休めない方などに対し、日曜日や祝
日の子どもの一時預かり事業の体制づくりを
進めるべきと考えますが認識を伺います。
　　現在、認可保育施設１施設、認可外保育

施設２施設で実施しており、希望する方
の受け入れは一定程度できていると認識して
います。なお、県立病院跡地利活用事業でも、
事業予定者より休日の一時預かりの実施につ
いて提案があることから、子育て環境の充実
に向け協議を進めていきます。

問

答

問

答

子育て世帯に優し
いまちづくり

公明党

大島　智子 議員

　　広田保育所の民営化に当たり、当初は運
営候補者の対象を「市内で認定こども園

等を運営する社会福祉法人又は学校法人」と
していましたが、最終的に東京都にある社会
福祉法人が選定されました。これまでの経過
と今後の方針を伺います。
　　令和６年10月から、市内の社会福祉法人

又は学校法人を対象に運営候補者を公募
したところ、応募がなかったため、地域要件
を緩和し、同年12月に改めて全国を対象に公
募した結果、審査を経て社会福祉法人どろん
こ会を選定しました。今後は関係者への説明
会や保育や運営などの引継ぎのため広田保育
所職員と当該法人職員との合同保育を実施す
るなど、園児や保護者が安心して新しい園生
活を迎えられるよう十分に配慮します。

問

答

広田保育所の民営
化について

社会民主党・市民連合

譲矢　隆 議員

　　令和６年２月定例会議では、地域包括ケ
アシステムの構築とまちづくり組織との

連携についての一般質問に対し「福祉の視点
で取り組んできたが、まちづくり組織等との
連携も必要」と答弁しています。これまで調
査・研究し、検討した内容を伺います。
　　地域のケア会議・ミニケア会議や地区社

会福祉協議会、地区民生児童委員協議会
等に出席し、各地域や関係機関から情報収集、
情報共有を行うなど、状況の把握に努めてき
ました。また、地域が抱える課題については、
状況に応じて企画政策部、市民部、健康福祉
部等を中心とした庁内連携会議を開催し、地
域生活課題の情報共有をはじめ、役割分担や
今後の連携など、課題解決に向けた検討を行
ってきました。

問

答

福祉の充実に向け
た組織づくり

立憲連合

松崎　新 議員

健 康
福 祉

健 康
福 祉

健 康
福 祉

産 業
経	済
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産 業
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産 業
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　　８月11日に開所した、会津若松まちな
か案内所の設置目的を伺います。

　　新たな人の流れをつくることを目的にし
ており、地域住民が行きつけやお気に入

りの場所などを互いに紹介し合うなどコミュ
ニティの場づくり等を行うことで、日常的に
中心市街地を利用する人の増加を目指します。
　　併設された広場への出店やステージの利

活用を定着させるために、２年から３年
程度は利用料を全額減免すべきと考えますが
認識を伺います。
　　周辺の公園の使用料や地域の方々からの

意見を参考にしながら、少なくとも広場
の光熱水費等の維持管理費に相当する額をご
負担いただくなど、関係者の皆様と協議を進
めています。

問

答

問

答

中心市街地の活性
化について

市民クラブ

大竹　俊哉 議員

　　木
き

地
じ

師
し

及び惣
そう

輪
わ

師
し

の後継者育成について、
市の取組を伺います。

　　令和７年度に会津漆器の木地師の後継者
を志願する全国の方を対象としたインタ

ーンシップを実施する予定であり、引き続き、
後継者育成につながるよう具体的な取組を進
めていきます。
　　会津漆器技術後継者訓練校を修了した後、
会津地域以外で活動している方も会津漆

器の技術後継者と認識していますか。
　　会津漆器の伝統的な技法を習得した方で

あることから、会津地域外で漆器業に従
事される方も会津漆器の技術後継者であると
認識しています。
▼その他の質問項目
・観光振興及び歴史的遺構について

問

答

問

答

会津塗の技術後継
に関する認識

公明党

奥脇　康夫 議員

　　本市の目指す関係人口のうち、グリーン
ツーリズムのこれまでの取組と成果を伺

います。
　　グリーンツーリズム・クラブへの支援を

通じて、パンフレットやホームページで
農業・農村の魅力を発信し、地域資源を活用
した各種農業体験やワーキングホリデー等の
受入を推進してきたところであり、令和６年
度の農業体験等の受入人数は前年度より545
人多い3,217人でした。
　　中山間地域や農村地域における関係人口

の増加策について伺います。
　　グリーンツーリズム・クラブでは都市住

民等と会員である農業者との交流活動に
取り組んでおり、この活動をきっかけに継続
的な関係人口の創出につなげていきます。

問

答

問

答

本市の目指す関係
人口について

市民クラブ

長谷川　純一 議員

　　市内にある消融雪設備を、夏期に打ち水
として利活用してはどうかと考えますが、

見解を伺います。
　　打ち水を目的として、夏の間に消融雪設

備を利用していた他の自治体では、気化
熱による路面温度や気温の低下などが確認さ
れている一方、地下水量の確保について懸念
があることや、散水による歩行者への水跳ね
や車の汚れ、さらには、かえって蒸し暑くな
るなどの意見があったため、実施を取りやめ
たところもあると伺ってお
り、慎重な対応が必要であ
ると認識しています。
▼その他の質問項目
・屋外広告物について
・広域観光について

問

答

消融雪設備を打水
として利用しては

フォーラム会津

内海　基 議員

建 設
都 市

※



※浚せつ…水底に溜まった土砂や泥などを掘り取り、水深を深くしたり水質を改善したりする土木工事のこと。
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　　市議会主催の市民との意見交換会で、大
戸地区外から大戸小規模特認校に通う児

童・生徒への通学支援を求める声がありまし
た。また、全国の小規模特認校では遠距離通
学助成を行っている事例があります。小規模
特認校の通学支援についてどう対応しますか。
　　現時点では通学支援は行っていませんが、

先行自治体の事例を研究するなど、通学
費用の負担軽減に向けた支援の在り方につい
て検討を始めます。
　　いつまでに小規模特認校の通学支援に取

組みますか。
　　次年度以降の実施

になると思います
が、実施に向け検討を
進めていきます。

問

答

問

答

小規模特認校通学
支援実施に向けて

立憲連合

丸山　さよ子 議員

　　空家等対策における所有者や町内会等と
の連携した取組をお示しください。

　　毎年町内会を通じて空き家の実態調査を
行っているほか、町内会と所有者の連絡

先等の情報の共有を図っています。今後も空
家の適正管理を図るために、市と所有者、町
内会との相互のコミュニケーションが図られ
る体制づくりが重要であると認識しています。
　　空家等管理活用支援法人の必要性の認識

をお示しください。
　　支援法人の業務については、空家等の所

有者等に管理並びに活用に関する情報提
供や相談を行うほか、所有者等の探索及び活
用に関する調査研究・普及啓発などがあり、
市が取り組む空家等対策を補完することが期
待されます。

問

答

問

答

空家等対策の推進
体制は

創風あいづ

吉田　恵三 議員

　　浚せ
しゅん

つ、水抜きの実施箇所と工法の調査
研究の状況を伺います。

　　先進事例を踏まえ石垣等の史跡に配慮し
た工法を検討していきます。

　　国や県との、協議・検討の状況を伺いま
す。

　　これまでも水利権の取得や文化財保護の
観点で国や県と協議しており、さらに具

体的な検討を進めていく中で、詳細な協議調
整が必要になると認識しています。
　　鶴ケ城全体をまちのにぎわいの場として

再生すべきと考えますが市の認識は。
　　鶴ケ城という会津の誇るべき歴史と文化

を後世に伝えていくため、引き続き関係
団体の協力をいただきながら市民の皆様と鶴
ケ城を核としたまちづくりを進めます。

問

答

問

答

問

答

鶴ケ城お濠の浄化
について

市民クラブ

石田　典男 議員

　　本市の学校でも、支援が必要な子どもを
早期に発見し、適切な支援につなげるた

めの仕組みである学校スクリーニングを取り
入れることが必要だと考えますが、認識を示
してください。
　　個々の児童・生徒の状況を的確に把握し、

それに応じた支援の方向性や支援策を検
討することは、重要かつ必要であると認識し
ています。現状でも各学校で行動記録等を基
に分析を行い、複数の教職員やスクールカウ
ンセラー等が関わり、個々に応じた支援を行
っていますが、学校ス
クリーニングもその効
果が期待されるアプロ
ーチ手法だと認識して
います。

問

答

一人も取り残さな
い教育のために

日本共産党

原田　俊広 議員

建 設
都 市

建 設
都 市

教 育
文 化

教 育
文 化

※
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　　教職員は、授業や学習指導だけでなく、
不登校や特別な配慮を必要とする児童・

生徒の支援、ICT機器導入の準備などの新た
な業務も増え、長時間勤務が常態化していま
す。教職員が子どもたちに向き合う時間を十
分に確保し、教育の質を維持・向上させるた
めには、教職員が本来の専門性を発揮できる
環境整備が不可欠です。教職員の負担軽減に
向けた取組状況を伺います。
　　学校給食の公会計化による給食費徴収事

務の削減、特別支援教育支援員や部活動
指導員等の配置、部活動の地域連携などを進
めてきました。また、本年度からは、統合型
校務支援システムを導入し、出席統計等の教
育委員会への調査報告を削減するなど、校務
の効率化を図ってきました。

問

答

教職員の専門性を
発揮できる環境を

市民クラブ

平田　久美 議員

　　令和７年の春に会津藩校日新館天文台跡
周辺に整備された利用者専用駐車場や休

憩スペースの利活用方針を伺います。
　　専用駐車場等は、天文台跡の学習や観光

に有効活用するほか、周辺の歴史資源の
回遊性を高めるための拠点として整備したも
のです。駐車場と併せて設置した「藩校日新
館跡」や「天文台跡近隣文化財マップ」の案
内板は好評を得ており、今後もこうした取組
により周辺エリアの利活用を図ります。
　　会津藩校日新館天文台跡全体の復元計画

や周辺整備に向けた考え方を伺います。
　　当面は史跡の保存を第一としながら、復

元も含めた周辺整備の在り方について、
文化財保護審議会や地域の方々の意見を伺い
ながら検討します。

問

答

問

答

会津藩校日新館天
文台跡の整備方針

フォーラム会津

渡部　認 議員

教 育
文 化

教 育
文 化

活動
報告

　７月18日、「政策議会の一般質問」というテーマで、法政大学の土山希美枝教授にご講演
いただきました。後半はグループワークで議員一人一人に過去に行った一般質問に対する
講評があり、より良い一般質問の在り方や意義について解説・助言をいただきました。

市議会議員研修会を開催しました
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広報広聴委員会
委 員 長　 柾 屋 奈 津 子
副委員長　 松 崎 　 　 新
委　　員　 平 田 　 久 美

笹 内 　 直 幸
大 島 　 智 子
長 谷 川 純 一
村 澤 　 　 智
原 田 　 俊 広

城西小学校の屋上には
天文台があり、児童や保
護者を対象にした「月を
見る会」を毎年秋に開催
しています。この日、日
が暮れるのを待って校舎
屋上の天文台に集まった
皆さんは、目を輝かせな
がら、夜空に浮かぶ中秋
の名月を眺めていました。

●点字版の議会だより、声の議会だよりも
発行しています。ご希望の方は議会事務局
までお知らせください。

●声の議会だよりは市議会ホーム
ページでも聞くことができます。

点字・声の議会だより
「市役所情報スタジアム」で市議会の情報
を発信しています。次回の放送は12月を予
定しています。放送日は決まり次第、市の
ホームページでお知らせします。

●次回内容…�予算決算委員会第４
　　　　　　分科会の活動報告

エフエム会津

公職選挙法の規定により、次の行為などが禁止されていますので、
ご理解のほどよろしくお願いします。

虚礼廃止にご理解とご協力を

●政治家が答礼のための自筆によるものを除き、年賀状などの時候あいさつ状（電報やファ
クシミリも含む）を出すこと。

●政治家が新年会などに招待されたものの、出席せずに自分の料理や飲食に相当する金銭を
祝儀として出すことや酒等を提供すること。

●懇談会などで有権者が招待した政治家に祝儀を求めること。
●秘書などが政治家の代理として結婚披露宴や葬式などに出席し、政治家名義で祝儀や香典

を出すこと。
●後援会が、祝儀、花輪、香典などを出すこと。
●政治家や後援会が、あいさつを目的とする有料の広告を出すこと。
●広告業者（新聞やテレビなど）が政治家や後援会に対し、あいさつを目的とする有料の広

告を求めること。

※政治家が自ら出席して祝儀や香典を出すこと、会費制の会合に会費（社会通念上の範囲を
超えないもの）を払って出席すること、弔電などは、禁止されている寄付行為にあたりま
せん。

表紙の写真



11
10

町北・高野地区 11
10

東山地区 11
11

行仁地区

(月）18:00 (月）18:30 (火）18:00
会　場　�北公民館
　　　　１階会議室１・２
テーマ　�地域づくり

会　場　東公民館
　　　　２階講義室
テーマ　�安心して暮らせるまち

づくり

会　場　�行仁コミュニティセン
ター　２階会議室１

テーマ　�地域づくり

11
11

北会津地区 11
11

河東地区 11
11

大戸地区

(火）18:00 (火）18:30 (火）18:30
会　場　北会津支所
　　　　ピカリンホール
テーマ　�地域づくり・ごみ有料

化等

会　場　河東公民館
　　　　大ホール　
テーマ　地域づくり

会　場　�大戸公民館　
　　　　２階講義室
テーマ　�安心して暮らせるまち

づくり

11
12

城北地区 11
12

日新地区 11
12

湊地区

(水）18:00 (水）18:00 (水）18:30
会　場　�城北コミュニティセン

ター　２階講習室
テーマ　�地域づくり

会　場　�日新コミュニティセン
ター　２階講習室

テーマ　�安全・安心のまちづく
り

会　場　�湊公民館　
　　　　会議室・視聴覚室
テーマ　�ラムサール条約と地域

の関わり

11
12

謹教地区 11
13

城西地区 11
13

一箕地区

(水）18:30 (木）18:00 (木）18:30
会　場　�謹教コミュニティセン

ター　集会室
テーマ　�高齢化社会と地域の助

け合い

会　場　�城西コミュニティセン
ター　２階講習室

テーマ　�地域コミュニティー・
若い世代との交流

会　場　一箕公民館
　　　　１階会議室
テーマ　�地域防災

11
13

門田地区 11
16

神指地区 11
18

鶴城地区

(木）18:00 (日）18:00 (火）18:00
会　場　南公民館
　　　　１階会議室
テーマ　�防犯・空き家対策

会　場　�中央公民館神指分館
　　　　会議室
テーマ　�神指地区のまちづくり

会　場　�鶴城コミュニティセン
ター　講習室１・２

テーマ　�みんなで作るまちづく
り

議員の班編成は裏表紙に掲載しています
※開催時間は１時間半～２時間程度　※途中参加・退席自由

　市内15地区で、11月10日（月）から18日（火）ま
での日程で開催します。どなたでも参加できますの
で、都合の良い会場へお気軽にお越しください。
　また、あらかじめ意見交換をしたい内容がある方は、
開催日の前日までに市議会ホームページから、または
電話・ＦＡＸにより議会事務局までお知らせください。

地区ごとの
　会場とテーマ

第32回　市民との意見交換会

１班

２班

１班

４班

５班

５班

３班

２班

２班

４班

１班

５班

３班

３班

４班
 主　　　催   会津若松市議会
 問い合わせ   議会事務局
　　　　　　 ☎︎0242-39-1323
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あなたの 思い を
　　議会に話しませんか 第32回市民との

意見交換会

※�地区別のテーマや会場、開始時間等の情
報は、このページの裏面（23ページ）や、
市のホームページにも掲載しています。

●印は各班の代表者です。

清川　雅史
（議長）

※�議長は班に所属せず、
日程を調整のうえ意見
交換会に参加します。

●大竹　俊哉
産業経済委員会

笹内　直幸
文教厚生委員会

１
班

町北・高野地区 11月10日（月）
行仁地区 11月11日（火）
城北地区 11月12日（水）

大山　享子
産業経済委員会

松崎　新
総務委員会

中川　廣文
建設委員会

５
班

東山地区 11月10日（月）
大戸地区 11月11日（火）
門田地区 11月13日（木）

内海　基
建設委員会

小倉　孝太郎
文教厚生委員会

柾屋　奈津子
総務委員会

●吉田　恵三
産業経済委員会

奥脇　康夫
建設委員会

４
班

謹教地区 11月12日（水）
神指地区 11月16日（日）
鶴城地区 11月18日（火）

古川　雄一
（副議長）
総務委員会

石田　典男
建設委員会

●譲矢　隆
建設委員会

大島　智子
文教厚生委員会

小畑　匠
産業経済委員会

原田　俊広
文教厚生委員会

平田　久美
文教厚生委員会

２
班

北会津地区 11月11日（火）
日新地区 11月12日（水）
城西地区 11月13日（木）

髙梨　浩
建設委員会

長谷川　純一
産業経済委員会

長郷　潤一郎
文教厚生委員会

●横山　淳
総務委員会

議会広報紙のバックナンバーを
市のホームページで公開しています。

３
班

河東地区 11月11日（火）
湊地区�� 11月12日（水）
一箕地区 11月13日（木）

渡部　認
産業経済委員会

村澤　智
建設委員会

丸山　さよ子
文教厚生委員会

髙橋　義人
総務委員会

●成田　芳雄
総務委員会


